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自社開発 構造計算エンジン（許容応力度計算・ルート1） 搭載

Ｎｅｔｅａｇｌｅ Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ

構造計算システム

ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒ

ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒは、在来軸組プレカット

ＣＡＤ 『Ｘｓｔａｒ』 上で動作するネットイ

ーグル自社開発の構造計算エンジン

（許容応力度計算・ルート１）を搭載し

た構造計算システムです。

従来の構造計算システム（Ｆ社）では

できなかった延床面積２０００㎡超え

の構造計算が可能になりました。

ＮＳＣ-ＸｓｔａｒはＮＳＣ１５と全く同じ

構造計算エンジンを搭載しています。



延床面積２０００㎡超えの構造計算に対応しました！

ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒ 構造計算《 項目 》

１.一般事項

１-１.基本情報

１-２.建物概要

１-３.性能評価等級

１-４.部屋高さ仕様

１-５.設計方針

１-６.使用部材および許容応力度

（１）木材

（２）鉄筋及びコンクリート

（３）耐力壁仕様

（４）水平構面仕様

（５）柱頭柱脚金物仕様

（６）横架材端部金物仕様

１-７.荷重および外力

（１）部屋名および荷重処理区分一覧

（２）固定荷重

（３）積載荷重

（４）積雪荷重

（５）風圧力

（６）地震力

（７）追加荷重

（８）応力の組み合わせ

１-８.構造計算の内容

（１）計算の内容

（２）構造計算結果判定基準値

（３）構造計算パラメータ

２.図面

２-１.基礎伏図

２-２.耐力壁伏図

２-３.床伏図

２-４.小屋伏図

２-５.母屋伏図

２-６.床面積計算式図

２-７.見付面積計算式図

２-８.柱頭柱脚金物配置図

３.耐力壁の設計

３-１.下部横架材の曲げを考慮した剛性低減の算定

３-２.令46条に定める壁量の算定

（１）地震力に対する必要壁量の計算

（２）風圧力に対する必要壁量の計算

（３）設計壁量Ldの算定

（４）壁量の検定（壁量充足率の計算）

（５）偏心率

３-３.水平力に対する耐力壁の算定

（１）許容耐力の算定

（２）建物重量の算定

（３）地震力の算定

（４）風圧力の算定

（５）偏心率

（６）ねじれ補正係数の算定

（７）鉛直構面の判定

４.水平構面の設計

４-１.火打ち水平構面の検討

４-２.許容せん断耐力の算定

４-３.吹抜・階段による負担せん断力割増の計算

４-４.水平構面の負担水平力に対する検定

（１）地震力

（２）風圧力

５.接合部の検討

５-１.柱頭・柱脚の接合金物の検討

（１）柱頭柱脚の引抜力の計算

（２）柱頭柱脚接合金物の検定

５-２.横架材端部接合部の検定

５-３.土台及びアンカーボルトの検定（基礎の設計時）

（１）土台の曲げ及びアンカーボルトの引張耐力の検定

（２）アンカーボルトのせん断耐力の検定

５-４.柱頭の逆せん断の検定

６.各部の設計

６-１.軸力算定

（１）荷重分布図

（２）耐力壁と耐力と軸力の算定

（３）柱の長期軸力

（４）荷重の伝達

（５）柱（柱脚）の軸力一覧

６-２.柱の設計

（１）検定一覧表

（２）荷重の検討

（３）めり込みの検討

６-３．梁（小屋梁・床梁）の設計

（１）検定一覧表

（２）荷重の検討

（３）短期耐風梁の検討

６-４.母屋の設計

（１）検定一覧表

（２）荷重の検討

６-５.大引きの設計

（１）検定一覧表

（２）荷重の検討

６-６.垂木の設計

６-７.根太の設計

６-８.屋根葺き材の設計

（１）平均速度圧の計算

（２）発生風圧力の計算

（３）屋根葺き材の検討

６-９.隅木・谷木の設計

（１）検定一覧表

（２）荷重の検討

７.その他

７-１.転倒の検討

７-２.層間変形角と剛性率の算定

８.基礎の設計

８-１.基礎反力図

８-２.基礎タイプ

８-３.接地圧の検討

（１）べた基礎接地圧の検討

（２）布基礎接地圧とフーチングの検討

８-４.スラブ筋の検討

８-５.基礎梁の検討

（１）長期

（２）短期

８-６.べた基礎の基礎梁等分布荷重図

８-７.偏心基礎の検討

８-８.転倒モーメントによる短期接地圧の検定

（１）基礎底盤面の図心・重心の算出

（２）短期接地圧の検討

９.補足図面

９-１.耐力壁伏図

９-２.伏図

（１）床伏図

（２）小屋伏図

（３）母屋伏図

９-３.水平構面図

９-４.床面積計算式図

９-５.柱頭柱脚金物配置図

９-６.重心伏図

９-７.荷重分布図

９-８.柱（柱脚）の軸力一覧

検定結果が

レーダーチャート表示で

視覚的に分かる

グラフ表示で視覚的に分かる

せん断力とモーメント

基礎の計算まで

一体的に構造計算できる

構造計算書

基礎ＣＡＤ設計画面

ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒは、ＮＳＣ１５と同じ構造計算エンジンを搭載しており、ＮＳＣ１５と同じ構造計算が行えます。



https://www.neteagle.co.jp
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ネットキー対応
在宅テレワークを実現
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ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒ 改善項目 （ 全４１項目 ）

構造計算エンジンを自社開発したことにより、

今までストラデザインでは出来なかった以下の項目について、ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒでは出来るように改善しました。

０１）建物の延床面積が２,０００㎡を超えると構造計算されない（できない）。

０２）２階床に床暖房を入れるため、部分的に梁を３０ｍｍ下げた場合、梁の始点－終点すべてに「接合レベル差

（－３０）」を入力しないと構造計算されない。但し、金物工法の場合だけ、接合レベル差を入力しても、下

がった材の接合金物の「せん断検討」が行われない。

０３）レイヤの考えが強く、２階床梁が１階柱に接合されていると、エラーが出て構造計算されない。

０４）水平構面の吹抜け割増は、グレー本に記載があるがされてない。

０５）水平斜め耐力壁の梁上耐力壁の剛性低減がされない。

０６）勾配天井の入力、荷重拾いができない。

０７）床追加領域荷重に高低差がないので、吊収納の梁組に荷重がかけられない。

０８）斜め床区画の亀甲割ができないので全て手入力。

０９）登り梁を計算する時に、登り梁の相手材は「梁」でないといけない。また登り梁に架かる材は「母屋」でな

いと荷重が伝達しない。

１０）登り梁の上に小屋束がある時に、登り梁に荷重が伝達しない。

１１）グリット上斜めに配置された梁の端部仕口の引張検討を行っていない。

１２）横架材端部金物の検定時、梁の検定の「長期・短期・中長期・中短期」の中で１番厳しいケースのみしか検

討されない。

１３）柱の検定・横架材の検定・横架材端部金物の検定時「長期・短期・中長期・中短期」の中で１番厳しいケー

スのみしか計算書に出力されない。

１４）荷重負担領域をＣＡＤ画面上で確認できない。

１５）基礎タイプごとに予め重量を設定しておかないと基礎重量の自動算出ができない。

１６）大臣認定壁の計算ができない。

１７）金物工法の時、断面欠損の値が片引きの方が両引きよりも大きいが、検討する区間に両引きの納まりが有る

場合、両引きの欠損値が採用される。

１８）耐風梁の計算時、風力係数の値はグレー本では「０.８ｋｚ＋０.２」もしくは「１.０」で計算しても良いと

なっているが「１.０」を選択することができない。

１９）柱の面外風圧力の計算時、風圧係数の値はグレー本では「１.０」とするとなっているが「０.８ｋｚ＋０.２」

で計算している。

２０）金物工法の耐力値の設定（マスター）を、同じ耐力値でも自材は「梁」「勾配梁」「母屋」ごとに、相手材

は「梁」「勾配梁」「母屋」「柱」「束」ごとに設定しないといけないため、１つの金物で４０パターン設

定しないと正しい計算が出来ない。

２１）比重を使用した材成・スパンに応じた固定荷重の算出ができない。

２２）天井領域で天井荷重を負担できない。



２３）横座屈の計算ができない。

２４）柱接合部の検討で「上階柱の負担せん断力低減をしてもよい」とグレー本に記載があるができない。

２５）横架材の長期のたわみの計算で、変形増大係数が考慮されない。

２６）横架材端部の短期の引張の検討で、新グレー本に対応していない。

２７）計算結果の確認が、計算書を印刷しないとできない。

材検定一覧

接合部検定一覧

鉛直構面検定一覧

水平構面検定一覧

構造計算結果検定一覧

材属性・荷重の根拠

材属性・柱軸力の明細（内訳）

２８）ユーザーごとの固定荷重の設定ができない。

２９）屋根葺き材の検討時、ピーク風圧係数の自動算出ができない。

３０）垂木の検討時、風力係数の自動算出ができない。

３１）鉄筋マスター・コンクリートマスターがシステム固定で編集できない。

３２）斜め壁アンカーボルト計算に対応していない。

３３）地震力用追加荷重（鉄骨階段／ＥＶ等）の設定がない。

３４）耐風梁の弱軸方向の接合部検討で弱軸方向の在来仕口の検討をしていない。

３５）基礎符号を移動できない為、文字の重なりがある。ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒは移動できるため、計算書の文字の重なりを

回避できる。

３６）ストラデザインは追加荷重があった際、その階の荷重図と一緒に出るため重なっているが、ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒは追

加荷重図を別で出力するようにしたため重ならない。

３７）ストラデザインは斜めの耐力壁が７倍の際、ＸＹ分解後に５倍制限をかけているが、ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒは５倍制限

をかけてからＸＹ分解するようにした。

３８）布基礎の偏心基礎が計算できない。

３９）Ｉ型基礎の計算ができない。

４０）構造計算ダミー材が入力できない。

４１）屋根追加領域荷重は勾配係数を手計算で算出してから設定しないといけない。ＮＳＣ-Ｘｓｔａｒは屋根を見て自動

で勾配係数をかけた値で計算を行う。




